
特許状況：No.262289
（平成１１年３月）

キシラナーゼ改変によるキシロース生産性の低減化
－キシロオリゴ糖の製造に有効－

研究の内容

技術の特徴

今後の展開

参 考

バイオ

豊富なバイオマス資源であるキシランの有効利用に向けて、その分解酵素である
キシラナーゼをターゲットとし、タンパク質工学手法を用いて、その性質を改変した。

構築した改変キシラナーゼ

キシラナーゼによるキシラン分解産物の解析

ファミリー１０キシラナーゼは基質

結合クレフトを境にして大きく２つの
ブロックに分かれる。
ファミリー１０キシラナーゼの基質

結合クレフトの構造は保存されてい
ない（基質特異性は異なる）。
２つのキシラナーゼを用いブロッ

クの片方を他のキシラナーゼで置換
したキシラナーゼを構築した。
構築した改変キシラナーゼは両方

の親酵素の中間の性質を示し、キシ
ロオリゴ糖のみを生成した。

キシロオリゴ糖製造への利用が期待される。
キシロースは家畜の害になるため、家畜飼料

の前処理への利用が期待される。
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